
 

令和７年度 

 

経営学部 専門高校、専門学科・総合学科等を 

対象とする推薦入学試験 問題 

 

 小論文  
 

 

 

 

 

志  望  学  科 

経営学部 学 科 

 

 

 

受験番号 氏  名 

  
 



1 
 

問 1. 資料 1－Ⅰ・1－Ⅱをもとに設問 1－①から 1－③に答えなさい。設問 1－①から 1－

③は解答用紙 Aに解答しなさい。 

 

下記の資料 1－Ⅰは、2024年「後継者不在率」調査結果の概要を記したものである。 

 

資料 1－Ⅰ 

2024年の「後継者不在率」は 62.15％で、前年（61.09％）から 1.06ポイント上昇し

た。不在率の上昇は、廃業を念頭に置いた「積極的不在」だけでなく、事業承継を考慮し

ない若年起業家の増加や承継による代表者の若返りなどさまざま要素が絡み合う。 

 だが、代表者が 50 代で 71.8％、60代でも 47.8％と半数近い企業で後継者不在が明らか

になった。業歴を重ねた企業の代表者が高齢の場合、後継者不在を背景に倒産や突発的な

廃業、債務不履行に繋がる恐れもある。円滑な事業承継を 1、2年で成し遂げることは難

しく、高齢代表者へのフォローの重要性が増している。（中略） 

 親族や社内に後継者（候補）がいない場合、事業譲渡や M&Aも事業存続に向けた有力な

選択肢になる。こうした状況を背景に、官民挙げた事業承継や M&Aプラットフォーム構築

の取り組みが進み、第三者への承継は以前よりハードルが下がっている。しかし、第三者

承継や M&Aはブーム的な側面もあり、透明性や手続きの妥当性が問題視されるケースも散

見される。 

 

（出典）日経速報ニュースアーカイブ（日本経済新聞社）（2024年 11月 8日 15:20）より

抜粋・一部改変 

 

  

著作権の関係上公表しません。
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下記の資料 1－Ⅱは、中小企業の事業承継とそれを支援する活動にかかわる事例を紹介した

ものである。 

 

資料 1－Ⅱ 

滋賀県で住宅建設や不動産事業を手掛ける A社の社長を務めていた創業者の AO氏は今年

4月、会長に就任した。まだ 50 代前半だが、経営を後継者に任せる決断を下した。AO氏が

設計事務所を立ち上げたのは 1995年。現在は注文住宅や建売住宅の建設・販売のほかリフ

ォーム事業にも進出している。 

後を継いだのは 1987 年生まれの BP 氏。AO 氏と血縁関係はなく、A 社の従業員だったわ

けでもない。外部から後継者を招き入れた形だ。BP氏は中小企業の事業承継を担う B社（滋

賀県近江八幡市）の創業メンバーで、同社の取締役も務めている。B社は事業を承継するに

当たり、A社の株式の過半数を取得し、BP氏が A社の社長に就いた。 

A 社の近年の売上高は 4 億〜6 億円の水準で、経営が大きく悪化していたわけではない。

AO 氏は事業を譲渡した理由について「もともと自分で事業を立ち上げ、30 代から 40 代は

仕事が楽しく、スキルも成長してきた。50 代に入り、良い人がいれば引き継いでもらいた

いと考えるようになった」と話す。AO氏には子どもが 2人いるが、「小さいときから、後は

継がなくていいよと話していた」という。「他社の経営者などを見ていると、この厳しい時

代に会社を経営していくには能力や野心がないと難しい」（AO 氏）。 

 社内から後継者を引き上げるという方法もありそうだが、AO 氏は「会社が大きくなって

きて、建築ができる、不動産営業ができる、という人材はいる。ただ、会社の経営となると

話は別で、お金の恐さを知らないと失敗してしまうかもしれない」と考えた。 

 そんな中、AO 氏と B社の創業メンバーで代表を務める BQ氏が以前から知り合いだったこ

ともあり、「経営支援」という形で BP氏が A社に関わるようになる。（略）BP氏による経営

支援が半年ほど続いた頃、後継者候補を探していた AO 氏が B 社の理念や考え方に共感し、

事業を譲渡することを決めた。B 社に経営を譲り渡したが、AO 氏は現在も A 社の株式の一

部を保有しており、会長の役職に就いている。（中略） 

B社は 21年に BQ 氏、BP氏、他 1名の 3人が設立。いずれも地方銀行を経て、B社を立ち

上げた。同社のメンバーは銀行時代に法人営業や経営企画などを経験している。そういった

経験から、地方のとりわけ規模がそれほど大きくない中小企業の現状をつぶさに見てきた。

その地域ではサプライチェーンを担う重要な企業であるにもかかわらず、後継者が見つか

らずに黒字企業が廃業するケースも多い。 

BQ氏らは、こうした地方の現状を打開するには「支援者」ではなく「当事者」の立場で関

わる人を増やすことが不可欠と考え、安定した地位を捨てて起業した。 

中小企業の事業承継に M＆A（合併・買収）仲介会社や事業承継ファンドなどが携わるこ

とも多いが、B 社はそのいずれとも異なる。A 社の事例を見ても分かる通り、B 社は自らが

対象企業の株式を買い取り、経営者を派遣する。 

対象企業を承継する資金は、投資ファンドのように投資家からファンドの形式で集める

著作権の関係上公表しません。
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のではなく、金融機関からの借り入れや理念に共感した投資家からの投資で調達する。対象

企業の価値を上げて高値で売却するのが目的ではなく、対象企業の株式は半永久的に保有

して、地域や日本に資する企業に育てていく。（中略） 

 現時点では、B社が承継した企業の経営者には B社の創業メンバーが就いているが、承継

企業の経営を担う人材を広く外部から集める取り組みもスタートしている。既に経営人材

発掘に向けたセミナーを複数回開催し、500人以上がエントリーしている。 

 「企業の経営をしたいという人は、実はたくさんいる」と B社の取締役は言う。しかし、

実際に経営に携わるチャンスはほとんどなく、仮にあったとしても現在の仕事をなげうっ

て飛び込むにはリスクが大きい。そもそも、よほど小規模か経営が悪化している場合を除き、

中小企業を譲り受けるための株式購入資金を用意するのもハードルが高い。 

 一方、中小企業の経営者側にとっては、会社を承継してくれる親族などがいない場合、従

業員の中には社長になりたいという人がなく、譲渡先を探しても会社の資産目当ての買い

手しか見つからないといったことも多い。 

 B社はこうしたオーナー企業と経営人材候補のミスマッチを解消しながら、強い中小企業

を増やしていくことを事業の目的にしている。B社はセミナーに集まった人たちなどの中か

ら、能力だけでなく思いや考え方などを共有できる人物を経営者候補として選定する。同社

の取締役は「選定には時間をかけており、単に社長という地位に就きたいといった方にはご

遠慮いただいている。自らの体験などから経営に強い思いを持つ方に経営者候補になって

ほしい」と話す。（後略） 

 

 

出典『日経トップリーダー』2022年 9月号、日本経済新聞社、pp. 26-33 より抜粋・一部

改変 
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問 2. 資料 2－Ⅰ・2－Ⅱ・2－Ⅲをもとに設問 2－①から 2－③に答えなさい。設問 2－①

から 2－③は解答用紙 Bに解答しなさい。 

 

資料 2－Ⅰ 

 図１は、国税庁の「令和 5年 民間給与実態統計調査」より、産業分類 14業種の業種別平

均年収を表したものである。 

                 
       （出典）国税庁「令和 5 年 民間給与実態統計調査」より抜粋・一部改変 

 
  

図１ 

著作権の関係上公表しません。
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資料 2－Ⅱ 

図２・３・４・５は、オータパブリケーションズ『月刊ホテレス（ホテル＆レストラン）』

における「ホテリエの賃金実態調査 2024」（回答者数 157名）の調査結果である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

著作権の関著作権の係上公表しません。
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注１）「ホテリエ」とは、ホテルスタッフのことである。 

注２）法律上、時間外労働の上限は原則として⽉45 時間までとされている。 

 

出典）オータパブリケーションズ『月刊ホテレス』 2024 年 7 月号から抜粋・一部改変 
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資料 2-Ⅲ 

図６はオータパブリケーションズ『月刊ホテレス（ホテル＆レストラン）』における「ホ

テリエの賃金実態調査 2024」（回答者数 157名）の調査から、ホテル業の賃金の満足度を表

したものである。図７はジョブズリサーチセンターによる『働く人と職場／業界イメージレ

ポート 2019（ホテル・旅館編）』から、「離職率の理由」を表したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）オータパブリケーションズ『月刊ホテレス』 2024 年 7 月号から抜粋・一部改変 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）ジョブズリサーチセンター『働く人と職場／業界イメージレポート 2019（ホテル・旅館編）』 

から抜粋・一部改変 
  

著作権の関著作権の係上公表しません。
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＜設問 1＞ （解答用紙 A） 

1－① 資料 1－Ⅰをもとに、企業の後継者不在によって生じるリスクと、その対応策につ

いて 100文字以内で説明しなさい。 

1－② 資料 1－Ⅱをもとに、B社の事業承継支援の取り組みについて、資金の集め方、支

援の方法にどのような特徴があるかを 200文字以内で説明しなさい。 

1－③ 資料 1－Ⅰ、1－Ⅱをもとに、企業の後継者不在による事業承継の課題に対して、

どのような取り組みが望ましいか、あなたの考えを 200文字以内で述べなさい。  

 
 

＜設問＞ （解答用紙 B）  

２－① 資料 2-Ⅰから、枠で囲んでいる「宿泊業・飲食サービス業」の平均年収について、

読み取れる内容を 100文字以内で説明しなさい。 

２－② 資料 2-Ⅱの図２～５から、ホテル産業の賃金実態における問題点について、150文

字以内で説明しなさい。 

２－③ 資料 2-Ⅲの図６・図７から、ホテル産業の賃金満足度を上げ、離職を減らすため

には、どのような施策が必要か、図１～５も参考にしながら、あなたの考えを 250

文字以内で述べなさい。 
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解　答　（鉛筆で横書き）

令和7年度　経営学部
専門高校、専門学科・総合学科等を対象とする推薦入学試験

受験番号 氏　　名

令和6年11月23日(土)実施
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解　答　（鉛筆で横書き）

令和7年度　経営学部
専門高校、専門学科・総合学科等を対象とする推薦入学試験

受験番号 氏　　名

令和6年11月23日(土)実施
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